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1. はじめに 

 昨今のインターネットトラフィックの増大を受け

て，WDM(Wavelength Division Multiplex)通信網では

チャネル数の増大やシステムの高機能化が期待され

ている．このような背景からネットワーク構造はよ

り複雑になっており，精密なルーティングと動的な

トラフィック制御が必要になっている．これらの課

題を解決するデバイスとして我々の研究室ではブラ

ッグ反射鏡導波路を用いた波長選択スイッチ(WSS:

Wavelength Selective Switch)を提案している．本報告

では光増幅が可能な InP 系1.5μm帯 WSS の分波器の

製作と測定を行ったので，その結果を述べる． 

2. 動作原理 

 デバイスの構造を Fig.1に示す．この構造はウエハ

に電極と上部 DBR として誘電体 DBR を蒸着するこ

とで製作した．ブラッグ反射鏡導波路中ではスロー

ライトモードと呼ばれる固有モードが現れ，結合し

た光に含まれるそれぞれの波長は，別々の伝搬角で

進行していくため波長ごとに偏向角が異なる[1]．波

長と偏向角の関係を式(1)に示す． 

sin 𝜃 = 𝑛𝑚√1 − (𝜆 𝜆𝑐⁄ )2   (1) 

𝑛𝑚は材料屈折率，𝜆𝑐はカットオフ波長を表している．

この原理によって波長ごとに異なる方向へ光を放出

する． 

3. 測定結果 

 放出された光の偏向角と拡がり角を Fig.2 に示す．

偏向角は54.4°から18.6°までの合計35.8°の変化量が

得られた．また拡がり角は波長が 1536nmのとき0.9°

であった．Fig.3 に放射された光の遠視野像を示す．

式(1)に示したように，波長が大きくなるほど偏向角

が小さくなることがわかる．波長分解能は，伝搬損に

よって律速されている．電流注入で光増幅により伝

搬損失と放射損失を補償することで[2]，遠視野像を

細くし，分波器の波長分解能を大幅に向上すること

が期待できる．  

4. まとめ 

InP系ブラッグ反射鏡導波路を用いた1.5μm帯分波

器を製作した．偏向角と拡がり角を計測し，分波特性

と波長分解能を明らかにした． 
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Fig.1 demultiplexer structure 

Fig.2 Deflection angle and angular divergence angle 

Fig.3 Far Field Pattern 
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